
様式２  

平成２０年度再評価対象事業一覧表 （再評価実施後、一定期間（5～10年）が経過した時点で継続中の事業又は未着工の事業） 

（対象：平成１５年度再評価実施事業） 

番号 項目 
事 業 名 

(路･河川名等) 
事 業 目 的 事 業 概 要 事業の進捗状況 

事業を巡る社会経済 

情 勢 等 の 変 化 

費用対効果 

の要因の変化 

ｺｽﾄ縮減や代替案 

等 の 可 能 性 
再評価理由 

対応方針 

(事業課案) 

再評価 
時点 
 
Ｈ１５ 

森林居住環境整
備事業 
九千部横断線 
 
事業主体：県 
 
事業地：基山町、

鳥栖市、旧中原

町、上峰町、旧東

脊振村 

この事業は、基山町園部
地区から旧東脊振村松隈
地区までの林道を開設し、
当路線の森林利用区域
1,582ha（うち人工林
822ha）、森林所有者272
名の森林施業の効率化を
図ると共に森林の整備を
促進し、森林の持つ多面的
機能の持続的な発揮に資
することを目的とする。 
 
 

全体事業費：C=81.3億円 

計画延長：L=23,180m 
幅員(車道)：W=4.0m 
工期：H2～H17 
 
（起点）基山町園部 
（終点）東脊振村松隈 

H14末までの開設延長 
     L=20,080m 
(H14末進捗率 89.7%) 
(年平均進捗率 6.9%) 

・利用区域内での大規模な開
発による森林面積の変化はな
い。 
・当該林道の近隣で新たな道
路の開設等はない。 
 
 

事業採択時と比
較し、費用対効果
の要因の大きな
変化はない。 
 
(H14末B/C) 
B/C=1.54 

 

（コスト縮減） 

・補強土壁による現

地発生土(掘削残

土)の活用 

・コンクリート二次

製品(Ｌ型側溝、Ｌ

型擁壁)の活用 

・建設副産物(再生

アスファルト合

材等)の有効利用 

 ５年以上 
 継  続 
 

継続 

現時点 
 
Ｈ２０ 

・旧中原町は、
平成17年3月1日
に合併し、みや
き町へ 
・旧東脊振村は、
平成18年3月1日
に合併し、吉野
ヶ里町へ 

 同上 
 

全体事業費：C=89.5億円 

計画延長：L=22,381m 
幅員(車道)：W=4.0m 
工期：H2～H26 
 
（起点）基山町園部 
（終点）吉野ヶ里町松隈

H19末までの開設延長 
     L=21,872m 
(H19末進捗率 97.7%) 
(年平均進捗率 5.4%) 
 
 

同上 事業採択時と比
較し、費用対効果
の要因の大きな
変化はない。 
 
(H19末B/C) 
B/C=1.35 

 

同上 再評価実施後 
５年が経過 
 

継続（理由）
事業の進捗は、
平成19年度末
で97.7% 
今後、森林の整
備や間伐材等
の搬出を推進
するためには、
未完成区間の
早期完成が必
要であり、事業
の継続が適当
である。 

 
 
 

理由等 
 
 

  
 

 
 
 

（計画延長・事業費・全体

工期） 

 計画延長については、詳

細設計による線形の変更等

により延長が７９９ｍ減少

した。 

事業費については、地形

が急峻でかつ転石混じり

土の不安定な土質であり

その法面保護工に多大な

経費を要したことによる

事業費の増。 

全体工期については、上

記理由により、開設進度が

遅れ、計画期間内の完了出

来ないため延長。 

  
  
  

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

進捗率の推移

0%

20%

40%

60%

80%

100%

120%

H2 H5 H8 H11 H14 H17 H20 H23 H26
年度

進
捗
率

実績
計画

 


